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2 都市計画道路の見直し検討 

2.1 都市計画道路網見直しの考え方 

将来の自動車交通需要に対応するとともに都市圏の構造を支える将来交通軸に対応した道路

ネットワークを形成する。 

また、これに併せ、近江八幡市に多く残る都市計画道路の長期未着手区間について、社会潮

流等時代の変化に対応を図るために、以下の視点に基づき都市計画道路網の見直しを行うこと

が必要である。 

2.1.1 取り巻く状況の変化に伴う道路の必要性の変化に関する見直し 

(1) 時間の経過とともに変化した都市構造の変化に伴う見直し 

近江八幡市の多くの都市計画道路は、高度経済成長期である昭和 30～40 年代に計画決定

されている路線があり、計画決定後長期間が経過している状況である。その経過に伴い、今

後の人口増に関する想定や施設立地状況等、道路整備に関わる事項が大きく異なったことを

ふまえ、まちづくりに関する考えは、人口増加に対応するための市街地拡大から、コンパク

トなまちづくりへ変化している。 

以上をふまえ、未着手の都市計画道路に対して、現在における将来都市構造に基づいたう

えで、必要性を検証することとする。 

 

 

 

図 2-1 将来都市構造に関する考え方の変化 

 

コンパクトなまちづくりへ 人口増加に伴う市街地の拡大 
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(2) 既存ストックの活用を十分に考慮した見直し 

都市計画道路の整備に加え、道路事業による道路整備が進展していることから、都市計画

道路が計画決定当時と、現在では、道路ネットワークとしての機能は強化されている。それ

により、計画当初に生じていた、もしくは、生じることが予想された交通問題が解消されつ

つあり、自動車交通処理という機能に関する都市計画道路の必要性は低下している。 

したがって、既存ストックの活用を十分に考慮し、必要性が低下した都市計画道路につい

ては、廃止・変更等の見直しを検討する。 

 

 

図 2-2 道路整備に伴う都市計画道路の必要性の変化 

(3) 伝建地区の街並み保全に対応する見直し 

中心市街地を構成する歴史観光地区および旧市街地内においては、長期未着手の都市計画

道路が多く残っている。 

これらを整備することにより、歴史的な街並みを創出している家屋等の建替えを強いるこ

ととなるため、街並み景観がなくなり、当該地域の価値の低下につながる。 

近江八幡市の将来ビジョンとして歴史的街並みは保全することが明確に打ち出されてい

ることを踏まえ、伝建地区内の街並み保全に反する都市計画道路については見直しを検討す

る。 

 

図 2-3 伝建地区における都市計画道路整備イメージ 
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(4) 整備上の課題を抱える路線における見直し 

1) 都市計画道路上に重要な施設等が存在する路線の見直しの必要性 

都市計画道路の中には、機能面から見た必要性は非常に高い路線である場合においても、

都市計画道路を整備することにより、文化財や景観、自然環境に与える影響が懸念されるも

のや、都市計画道路上に重要な公共・公益施設、商店街等が立地していることがある。 

それらについては、施設の重要度が高く移設が容易ではない施設が立地している場合や、

商店街等に都市計画道路を整備することにより空洞化に伴う活性化の妨げを引き起こす可

能性がある場合ついては、都市計画道路のルート等の見直しを検討する。 

 

都市計画道路
計画幅員

現道

建替不能のため
移転しなければならない

、商店街の衰退 人口の空
洞化に拍車

 

図 2-4 商店街における都市計画道路整備による影響イメージ 

 

2) 構造上の課題を有する路線の見直しの必要性 

都市計画道路の中には、鉄道を跨ぐ路線や橋梁となる路線があり、かつネットワークとし

ての機能を維持するために周辺道路と接続する必要がある路線など、縦断線形等の構造的な

問題等から物理的に整備が困難になってきている路線もあると考えられる。 

そのような構造上の問題を有する路線については、担う機能等による必要性が低い路線や

代替路線があるような場合は、その路線の必要性について十分検証し、適宜見直しを図って

いく必要があると考えられる。 

 

 

 

現都市計画（平面） 

道路

都市計画道路 

道路構造令で規定される勾

配では接続できない  ネットワークを

形成できない 

鉄道 道路道路

都市計画道路 

 既存家屋との重複 

 家屋前に高架道路でき、

日照権・前面道路へのア

クセスに問題 

横
断
方
向
で
見
る
と
・・・ 

 

図 2-5 縦断線形に課題を有する路線のイメージ 
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2.2 都市計画道路見直し結果 

前項で整理した考え方に基づいて、長期未着手の都市計画道路に関する見直しを行ったとこ

ろ、以下に示す路線については、必要性が低下していると判断できるため、廃止候補路線と位

置づけた。次頁以降に廃止候補路線に至った根拠として路線別カルテを示す。 

＜廃止候補路線＞ 

・近江八幡駅中小森線 ・加茂音羽線 

・小船木多賀線 ・玉木幸円橋線 

・小船木市井線 ・西生来長命寺線 

・近江八幡駅北之庄線 

 

図 2-6 都市計画道路網見直し結果 
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6.
5

m
(
主

)
土

山
蒲

生
近
江

八
幡

線

*
斜

体
数

字
は

H
1
7
交

通
セ

ン
サ
ス

の
車

道
部

幅
員

■
 
沿

道
状

況

区
分

沿
道

区
域

沿
　

道
　

概
　

況
主

な
沿

道
立

地
施

設

①
（
特

に
な
し
）

②
（
特

に
な
し
）

(
一
部
現

道
有
)

田
園
地
帯

が
広
が
る

。

西
側
は
田

園
地
帯
が

、
東
側
は

丘
陵
地
が
広

が
る
。

調
整

区
域

調
整

区
域

国
道

8
号

綾
戸

東
川

線

①
②

近
江

八
幡

竜
王

線

土
山

蒲
生

近
江

八
幡

線

26
,5
71
/2

4h
1.
74

43
.0
km
/h

6,
42

8/
24
h

0.
66

31
.6
km
/h

10
,9
60
/2
4h

1.
32

43
.7
km
/h

7,
49

2/
24

h
0.

94
36

.4
km

/h

Ⅰ
Ａ

Ｂ

Ⅱ

Ｃ

改
良

済

概
　

成

未
整

備
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３
．

４
．

４
近

江
八

幡
八

日
市

線

■
 
道

路
機

能
■

 
道

路
交

通
状

況

区 分
交

通
処

理
機

能
か

ら
み

た
機

能
分

類
都

市
構

造
上

の
位

置
づ

け
か

ら
み

た
機

能
分

類
空

間
上

の
機

能
分

類
区 分

路
　

線
　

名
H

1
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ﾝ
ｻ

ｽ
区

間
番

号
平

日
交

通
量

(台
/
日

)
休

日
/
平

日
混

雑
度

旅
行

速
度

(k
m

/
h)

Ａ
4
08
7

7
,4
9
2 

0
.4
7

0
.
94

3
6
.4

Ｂ
4
03
5

6
,4
2
8 

0
.6
7

0
.
66

3
1
.6

Ｃ
1
01
6

2
6
,5
7
1 

0
.8
6

1
.
72

4
3
.0

Ｄ Ｅ Ｆ ■
 
交

通
容

量

Ⅰ
断

面
Ⅱ

断
面

Ⅲ
断

面

整
備

時
未

整
備

時
整

備
時

未
整

備
時

整
備

時
未

整
備

時

対
象

路
線

1
6,
0
00
 

7
,9
7
0 

1
6
,0
0
0 

並
行

路
線

Ａ
（

対
象
路

線
）

（
対

象
路

線
）

Ｂ
9,
7
39
 

9
,7
3
9 

Ｃ
1
5
,4
4
8 

1
5
,4
4
8 

①
●

Ｄ

②
●

Ｅ

③
Ｆ

④
（断

面
計

）
2
5,
7
39
 

1
7
,7
09
 

3
1
,4
4
8 

1
5
,4
4
8 

⑤
断

面
交

通
量

(H
17

)

⑥
混

雑
度

の
緩

和
状

況
0.
5
4

0
.7
9

0
.8
4

1
.7
2

■
 
検

討
結

果
整

備
の

必
要

性
沿

道
状

況
・
市

街
地

整
備

道
路

機
能

交
通

状
況

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

区
　
分

13
,
92
0
 

2
6,
5
71
 

歩 行 者 ・ 自 転 車 交 通 処 理 機 能

国
道
８
号

都 市 外 拠 点 と 市 街 地 連 絡 道 路

都 市 内 拠 点 連 絡 道 路

市
街
化
調

整
区
域
で

あ
り
、

市
街

地
整
備
上

の
必
要
性

は
な
い

。
補
助
幹
線

道
路
に

位
置
づ

け
ら
れ

る
。都 市 軸 形 成 道 路

商 業 ・ 業 務 地 区 の 活 動 中 心 道 路

主 要 幹 線 道 路

幹 線 道 路

補 助 幹 線 道 路

(
主
)
土
山

蒲
生
近

江
八
幡
線

(
主
)
近
江

八
幡
竜

王
線

市
街
化
調

整
区
域
で

あ
り
、

市
街

地
整
備
上

の
必
要
性

は
な
い

。
補
助
幹
線

道
路
に

位
置
づ

け
ら
れ

る
。

見
直

し
方

針

当
該
路
線

が
接
続
す

る
3
.5
.
10
4
等
の
近

江
八
幡
市

南
北
軸
の

整
備
に

併
せ
、

起
終

点
の
変

更
を
含
め

た
見
直

し
を
検

討
す

る
。

住 宅 地 区 の 活 動 中 心 道 路

歴 史 ・ 景 観 資 源 の あ る 道 路

緊 急 輸 送 道 路

区 分
混

雑
度

が
1
.
0
を

超
え

て
お

り
、

混
雑

緩
和

が
必

要
で

あ
る

。
東
近

江
市
と

の
連
絡
軸

と
し
て

必
要
性

は
高

い

総
合

評
価

並
行
路

線
の
混

雑
度
は

低
い
。

東
近

江
市
と

の
連
絡
軸

と
し
て

必
要
性

は
高

い
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(
概

成
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む
)

経
過
年

数
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5
年

■
 
区
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区

分

区
分

計
画

延
長

計
画

幅
員

整
備

状
況

現
道

幅
員

備
  

  
考

①
1
,
80
0
m

1
6.
0
m

概
成

8.
00

m
(
一
)
大
津
東
横
関

線

②
1
,
34
0
m

1
6.
0
m

概
成

8.
00

m
(
一
)
大
津
東
横
関

線

③
91
0
m

1
6.
0
m

概
成

9.
75

m
(
一
)
綾
戸
東
川
線

*
斜

体
数

字
は

H
1
7
交

通
セ

ン
サ
ス

の
車

道
部

幅
員

■
 
沿

道
状

況
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分

沿
道

区
域

沿
　

道
　

概
　

況
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立

地
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設
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特
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し
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②
（
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に
な
し
）

③
（
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に
な
し
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整

区
域

田
園
地
帯

が
広
が
る

が
、
一
部

、
集
落
・
沿

道
立
地
施

設
が
み
ら

れ
る
。

Ｄ
Ｉ
Ｄ

JR
線
以
北

の
東
側
沿

道
に
は
住

宅
市
街
地
が

広
が
る
が

、
そ
の
他

は
田
園
地
帯

で
あ
る
。

調
整

区
域

田
園
地
帯
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広
が
る

が
、
一
部

、
集
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道
立
地
施

設
が
み
ら

れ
る
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近
江

八
幡

守
山

線

国
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4
7
7
号15
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.6
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5,
4
00
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24
h

0
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号
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線
春

日
竜

王
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江

八
幡
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横
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②
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,5
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/h
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,9
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.7
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1
9.
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m
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5
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1
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2
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.
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m
/h
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,2
7
2/
2
4h

1.
6
1

4
2.
6
km
/
h

Ⅰ

Ⅱ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ
Ｅ

Ｆ

2,
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7/
24
h

0.
29

4
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改
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概
　

成

未
整

備
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路
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た
機

能
分

類
空

間
上

の
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分

類
区 分

路
　

線
　

名
H

1
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ﾝ
ｻ

ｽ
区

間
番

号
平

日
交

通
量

(台
/
日

)
休

日
/
平

日
混

雑
度

旅
行

速
度

(k
m

/
h)

Ａ
6
22
1

1
5
,4
8
5 

0
.9
7

1
.
12

3
1
.6

Ｂ
6
33
5

1
0
,9
6
0 

0
.9
1

1
.
32

4
3
.7

Ｃ
1
54
5

5
,2
1
9 

0
.9
3

0
.
67

2
7
.7

Ｄ
1
54
4

1
5
,2
7
2 

0
.7
3

1
.
61

4
2
.6

Ｅ
6
05
8

2
,5
1
7 

0
.4
6

0
.
29

4
2
.1

Ｆ
4
06
6

1
5
,6
5
2 

0
.9
5

1
.
00

2
8
.6

■
 
交

通
容

量

Ⅰ
断

面
Ⅱ

断
面

Ⅲ
断

面

整
備

時
未

整
備

時
整

備
時

未
整

備
時

整
備

時
未

整
備

時

対
象

路
線

1
6,
0
00
 

1
3
,8
26
 

1
6
,0
0
0 

8
,3
0
3 

並
行

路
線

Ａ
（

対
象
路

線
）

（
対

象
路

線
）

Ｂ
（
対

象
路

線
）

（
対

象
路

線
）

Ｃ
7,
7
90
 

7
,7
9
0 

①
●

●
●

Ｄ
9
,4
8
6 

9
,4
8
6 

②
●

●
Ｅ

8
,6
7
9 

8
,6
7
9 

③
●

Ｆ
8,
6
79
 

8
,6
7
9 

④
（断

面
計

）
3
2,
4
69
 

3
0
,2
95
 

3
4
,1
6
5 

2
6
,4
6
8 

⑤
断

面
交

通
量

(H
17

)

⑥
混

雑
度

の
緩

和
状

況
1.
1
2

1
.2
0

0
.8
4

1
.0
9

■
 
検

討
結

果
整

備
の

必
要

性
沿

道
状

況
・
市

街
地

整
備

道
路

機
能

交
通

状
況

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

市
街
化
調

整
区
域
で

あ
り
、

市
街

地
整
備
上

の
必
要
性

は
な
い

。
南
北
方
向

の
幹
線

道
路
と

し
て
整

備
を
行
う

必
要
が

あ
る
。

混
雑
度

が
1
.0
を
超

え
て
お

り
、
混

雑
緩
和

を
図
る

必
要

本
市

の
骨
格

を
形
成
し

、
混
雑

緩
和
を

図
る

た
め
整

備
の
必
要

性
は
高

い
。

現
行
の
都

市
計
画
決

定
を
存

続
し
、

早
期

整
備
を

図
る
。

市
街
化
調

整
区
域
で

あ
り
、

市
街

地
整
備
上

の
必
要
性

は
な
い

。
南
北
方
向

の
幹
線

道
路
と

し
て
整

備
を
行
う

必
要
が

あ
る
。

混
雑
度

が
1
.0
を
超

え
て
お

り
、
混

雑
緩
和

を
図
る

必
要

本
市

(市
街
地
)
の
骨
格

を
形
成

し
、
混

雑
緩

和
を
図

る
た
め
整

備
の
必

要
性
は

市
街
地
の

外
郭
を
構

成
す
る

路
線

と
し
て
整

備
を
行
う

必
要
が

あ
南
北
方
向

の
幹
線

道
路
と

し
て
整

備
を
行
う

必
要
が

あ
る
。

混
雑
度

が
1
.0
を
超

え
て
お

り
、
混

雑
緩
和

を
図
る

必
要

本
市

の
骨
格

を
形
成
し

、
混
雑

緩
和
を

図
る

た
め
整

備
の
必
要

性
は
高

い
。

区 分
総

合
評

価
見

直
し

方
針

(
一
)
春
日

竜
王
線

区
　
分

36
,
35
6
 

2
8,
7
49
 

(
主
)
大
津

守
山
近

江
八
幡
線

(
一
)
大
津

東
横
関

線

(
一
)
綾
戸

東
川
線

国
道
4
77
号

国
道
4
77
号

主 要 幹 線 道 路

幹 線 道 路

補 助 幹 線 道 路

歩 行 者 ・ 自 転 車 交 通 処 理 機 能

都 市 外 拠 点 と 市 街 地 連 絡 道 路

都 市 内 拠 点 連 絡 道 路

都 市 軸 形 成 道 路

商 業 ・ 業 務 地 区 の 活 動 中 心 道 路

住 宅 地 区 の 活 動 中 心 道 路

歴 史 ・ 景 観 資 源 の あ る 道 路

緊 急 輸 送 道 路
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/
h)

Ａ
4
00
9

1
8
,8
2
2 

0
.8
7

1
.
17

2
0
.7

Ｂ
4
10
6

5
,4
0
0 

1
.1
3

0
.
48

3
5
.0

Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ■
 
交

通
容

量

Ⅰ
断

面
Ⅱ

断
面

Ⅲ
断

面

整
備

時
未

整
備

時
整

備
時

未
整

備
時

整
備

時
未

整
備

時

対
象

路
線

1
6,
0
00
 

並
行

路
線

Ａ
1
6,
0
87
 

1
6
,0
87
 

Ｂ
1
1,
2
50
 

1
1
,2
50
 

Ｃ

①
●

●
Ｄ

②
Ｅ

③
Ｆ

④
（断

面
計

）
4
3,
3
37
 

2
7
,3
37
 

⑤
断

面
交

通
量

(H
17

)

⑥
混

雑
度

の
緩

和
状

況
0.
5
6

0
.8
9

■
 
検

討
結

果
整

備
の

必
要

性
沿

道
状

況
・
市

街
地

整
備

道
路

機
能

交
通

状
況

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

主 要 幹 線 道 路

幹 線 道 路

補 助 幹 線 道 路

歩 行 者 ・ 自 転 車 交 通 処 理 機 能

都 市 外 拠 点 と 市 街 地 連 絡 道 路

都 市 内 拠 点 連 絡 道 路

都 市 軸 形 成 道 路

商 業 ・ 業 務 地 区 の 活 動 中 心 道 路

住 宅 地 区 の 活 動 中 心 道 路

歴 史 ・ 景 観 資 源 の あ る 道 路

緊 急 輸 送 道 路

(
主
)
大
津

能
登
川

長
浜
線

(
主
)
近
江

八
幡
守

山
線

区
　
分

24
,
22
2
 

区 分
総

合
評

価
見

直
し

方
針

現
行
の
都

市
計
画
決

定
を
存

続
し
、

早
期

整
備
を

図
る
。

調
整
区
域

で
あ
る
が

、
住
宅

開
発

が
進
み
、

整
備
の
必

要
性
が

高
市
街
地
を

相
互
連

絡
す
る

役
割
を

有
す
る
。

並
行
路

線
に
は

混
雑
度

1.
0
を

超
え
る

路
線
が

あ
る
。

交
通

処
理
よ

り
も
市
街

地
整
備

上
の
観

点
か

ら
整
備

の
必
要
性

が
高
い

。
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３
．

５
．

１
０

３
篠

原
駅

野
村

線

■
 
路

線
概

要

路
線
番
号

３
．
５
．

１
０
３

計
画
延

長
4
,3
1
0
m

路
線
名
称

篠
原
駅
野

村
線

標
準
幅

員
1
2
m

改
 
良
 済

61
0
m

計
画
決

定
近
江
八
幡

市

概
　
　
成

0
m

整
備
率

14
.
2%

最
終

告
示
日

S5
6
. 
2
.1
5

未
 
整
 備

3
,
70
0
m

(
概

成
含

む
)

経
過
年

数
2
6
年

■
 
区

間
区

分

区
分

計
画

延
長

計
画

幅
員

整
備

状
況

現
道

幅
員

備
  

  
考

①
45
0
m

1
6.
0
m

未
整
備

6.
0

m
一
部

、
国
道
4
7
7号

②
61
0
m

1
6.
0
m

改
良
済

1
6
.0

m
国
道

47
7号

③
3
,
25
0
m

1
2.
0
m

未
整
備 *
斜

体
数

字
は

H
1
7
交

通
セ

ン
サ
ス

の
車

道
部

幅
員

■
 
沿

道
状

況

区
分

沿
道

区
域

沿
　

道
　

概
　

況
主

な
沿

道
立

地
施

設

①
J
R篠

原
駅

②
（
特

に
な
し
）

③
（
特

に
な
し
）

(
現
道

有
)

Ｄ
Ｉ
Ｄ

上
野
町
交

差
点
付
近

に
商
業
系

施
設
が
立
地

す
る
ほ
か

、
国
道
4
7
7号

沿
道
に
は

大
規
模
商

業
施
設
が

立
地
す
る

調
整

区
域

一
団
の
住

宅
市
街
地

が
形
成
さ

れ
て
い
る
。

住
宅
地

調
整

区
域

一
部
、
住

宅
市
街
地

が
形
成
さ

れ
て
い
る
が

、
大
半
の

区
間
は
田

園
地
帯
が
広

が
っ
て
い

る
。

国
道

4
7
7
号

大
津

能
登

川
長

浜
線

近
江

八
幡

守
山

線

①

②

③

18
,8
22
/2
4h

1.
17

20
.7
km

/h

5,
4
00
/
24
h

0
.4
8

35
.0
k
m/
h

2,
02

1/
24

h
0.

34
40

.1
km

/h

J
R

篠
原

駅

Ⅰ

Ａ
Ｂ

改
良

済

概
　

成

未
整

備
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３
．

５
．

１
０

３
篠

原
駅

野
村

線

■
 
道

路
機

能
■

 
道

路
交

通
状

況

区 分
交

通
処

理
機

能
か

ら
み

た
機

能
分

類
都

市
構

造
上

の
位

置
づ

け
か

ら
み

た
機

能
分

類
空

間
上

の
機

能
分

類
区 分

路
　

線
　

名
H

1
7ｾ

ﾝ
ｻ

ｽ
区

間
番

号
平

日
交

通
量

(台
/
日

)
休

日
/
平

日
混

雑
度

旅
行

速
度

(k
m

/
h)

Ａ
1
54
5

2
,0
2
1 

0
.9
3

0
.
34

4
0
.1

Ｂ
4
10
6

5
,4
0
0 

1
.1
3

0
.
48

3
5
.0

Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ■
 
交

通
容

量

Ⅰ
断

面
Ⅱ

断
面

Ⅲ
断

面

整
備

時
未

整
備

時
整

備
時

未
整

備
時

整
備

時
未

整
備

時

対
象

路
線

1
6,
0
00
 

4
,0
0
0 

並
行

路
線

Ａ
5,
9
44
 

5
,9
4
4 

Ｂ
1
1,
2
50
 

1
1
,2
50
 

Ｃ

①
●

●
●

●
●

Ｄ

②
●

●
●

●
Ｅ

③
●

●
●

Ｆ

④
（断

面
計

）
3
3,
1
94
 

2
1
,1
94
 

⑤
断

面
交

通
量

(H
17

)

⑥
混

雑
度

の
緩

和
状

況
0.
2
2

0
.3
5

■
 
検

討
結

果
整

備
の

必
要

性
沿

道
状

況
・
市

街
地

整
備

道
路

機
能

交
通

状
況

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

主 要 幹 線 道 路

幹 線 道 路

補 助 幹 線 道 路

歩 行 者 ・ 自 転 車 交 通 処 理 機 能

都 市 外 拠 点 と 市 街 地 連 絡 道 路

都 市 内 拠 点 連 絡 道 路

都 市 軸 形 成 道 路

商 業 ・ 業 務 地 区 の 活 動 中 心 道 路

住 宅 地 区 の 活 動 中 心 道 路

歴 史 ・ 景 観 資 源 の あ る 道 路

緊 急 輸 送 道 路

国
道
4
77
号

(
主
)
近
江

八
幡
守

山
線

区
　
分

7
,4
2
1 

区 分
総

合
評

価
見

直
し

方
針

現
行
の
都

市
計
画
決

定
を
存

続
し
、

早
期

整
備
を

図
る
。

（
改
良
済

）

駅
に
接
続

す
る
区
間

で
あ
り

、
総

合
的
な
市

街
地
整
備

が
必
要

で
あ

幹
線
道
路

で
あ
り

、
商
業

施
設
も

集
積
す

る
な
ど
整

備
の
必

要
性
は

駅
に
接

続
す
る

区
間
の

混
雑

度
が
1
.
0を

超
え
て

い
る
。

都
市

活
動
の

中
心
と
な

る
道
路

で
あ

り
、

整
備
の

必
要
性
は

高
い
。

国
道

4
7
7
号

整
備

の
動

向
に

応
じ

て
、

適
宜
、

現
行

都
市

計
画

の
見

直
し

を
行

う
。

大
半
は
調

整
区
域
で

あ
る
が

、
住

宅
地
の
中

心
と
し
て

整
備
が

必
要

国
道
4
7
7号

に
並
行
し

て
い
る

た
め
、
道

路
の
幹
線

性
は
低

い
。

並
行
路

線
の
混

雑
度
は

1.
0
未

満
で
あ

る
。

整
備

の
緊

急
性

は
低

い
が

、
国

道
4
7
7
号

整
備

の
動

向
に

対
応

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

｡
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３
．

５
．

１
０

４
船

木
弓

削
線

■
 
路

線
概

要

路
線
番
号

３
．
５
．

１
０
４

計
画
延

長
6
,6
0
0
m

路
線
名
称

船
木
弓
削

線
標
準
幅

員
1
2
m

改
 
良
 済

73
0
m

計
画
決

定
近
江
八
幡

市

概
　
　
成

0
m

整
備
率

11
.
1%

最
終

告
示
日

S3
6
. 
6
.1
7

未
 
整
 備

5
,
87
0
m

(
概

成
含

む
)

経
過
年

数
4
6
年

■
 
区

間
区

分

区
分

計
画

延
長

計
画

幅
員

整
備

状
況

現
道

幅
員

備
  

  
考

①
35
0
m

1
2.
0
m

未
整
備

②
72
0
m

1
2.
0
m

改
良
済

1
2
.0

m

③
1
,
31
0
m

1
2.
0
m

未
整
備

④
1
,
10
0
m

1
2.
0
m

未
整
備

⑤
1
,
21
0
m

1
2.
0
m

未
整
備

⑥
1
,
91
0
m

1
2.
0
m

未
整
備 *
斜

体
数

字
は

H
1
7
交

通
セ

ン
サ
ス

の
車

道
部

幅
員

■
 
沿

道
状

況

区
分

沿
道

区
域

沿
　

道
　

概
　

況
主

な
沿

道
立

地
施

設

①
（
特

に
な
し
）

②
（
特

に
な
し
）

③
総
合

福
祉
セ
ン

タ
ー

④ ⑤
（
特

に
な
し
）

⑥
（
特

に
な
し
）

Ｄ
Ｉ
Ｄ

古
く
か
ら

の
市
街
地

で
あ
り
、

沿
道
に
は
寺

院
も
多
い

。

Ｄ
Ｉ
Ｄ

既
成
市
街

地
に
囲
ま

れ
た
調
整

区
域
を
通
過

す
る
。

Ｄ
Ｉ
Ｄ

調
整

区
域

路
線
自
体

は
大
半
が

調
整
区
域

に
あ
る
が
、

既
成
市
街

地
の
外
郭

と
な
っ
て
い

る
。

Ｄ
Ｉ
Ｄ

調
整

区
域

路
線
自
体

は
大
半
が

調
整
区
域

に
あ
る
が
、

沿
道
で
は

住
宅
開
発

が
進
ん
で
い

る
。

調
整

区
域

田
園
地
帯

が
広
が
る

が
、
一
部

、
住
宅
地
が

み
ら
れ
る

。

調
整

区
域

田
園
地
帯

が
広
が
る

が
、
一
部

、
住
宅
地
が

み
ら
れ
る

。

大
津

守
山

近
江

八
幡

線

大
津

能
登

川
長

浜
線

①

②

③

④

⑤

⑥

国
道

８
号

近
江

八
幡

守
山

線

大
房

東
横

関
線

近
江

八
幡

竜
王

線

土
山

蒲
生

近
江

八
幡

線
綾

戸
東

川
線

15
,4
85

/2
4h

1.
12

31
.6
km
/h

26
,5
71
/2

4h
1.
74

43
.0
km
/h

10
,9
60
/2
4h

1.
32

43
.7
km
/h

2,
51
7/
24
h

0.
29

42
.1
km
/h

1
3,

60
4
/2
4
h

1
.1
7

19
.4
k
m/
h

1
5,
6
52
/
24

h
1.

00
28
.
6k
m
/h

6,
42
8/
24
h

0.
66

31
.6
km
/h

7,
4
92
/
24
h

0
.9
4

36
.4
k
m/
h

国
道

4
7
7
号

5
,2
1
9/

24
h

0.
67

27
.
7k

m/
h

1
5,
2
72
/
24

h
1.

61
42
.
6k
m
/h

18
,
82
2
/2

4h
1
.1
7

20
.7
k
m/

h

Ａ

Ｂ

Ⅰ

Ⅱ

1
0,

14
5
/2
4
h

0
.9
5

27
.0
k
m/
h

Ｃ

改
良

済

概
　

成

未
整

備
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３
．

５
．

１
０

４
船

木
弓

削
線

■
 
道

路
機

能
■

 
道

路
交

通
状

況

区 分
交

通
処

理
機

能
か

ら
み

た
機

能
分

類
都

市
構

造
上

の
位

置
づ

け
か

ら
み

た
機

能
分

類
空

間
上

の
機

能
分

類
区 分

路
　

線
　

名
H

17
ｾ

ﾝ
ｻ

ｽ
区

間
番

号
平

日
交

通
量

(台
/日

)
休

日
/平

日
混

雑
度

旅
行

速
度

(k
m

/
h)

Ａ
40
6
6

1
5,
6
52
 

0
.9
5

1
.0
0

2
8
.6

Ｂ
62
2
1

1
5,
4
85
 

0
.9
7

1
.1
2

3
1
.6

Ｃ
63
0
2

1
0,
1
45
 

0
.9
7

0
.9
5

2
7
.0

Ｄ Ｅ Ｆ ■
 
交

通
容

量

Ⅰ
断

面
Ⅱ

断
面

Ⅲ
断

面

整
備

時
未

整
備

時
整

備
時

未
整

備
時

整
備

時
未

整
備

時

対
象

路
線

18
,
00
0
 

1
8,
0
00
 

並
行

路
線

Ａ
15
,
65
2
 

1
5,
65
2
 

1
5,
6
52
 

1
5
,6
5
2 

Ｂ
13
,
82
6
 

1
3,
82
6
 

1
3,
8
26
 

1
3
,8
2
6 

Ｃ
1
0,
6
79
 

1
0
,6
7
9 

①
●

●
Ｄ

②
●

●
●

Ｅ

③
●

●
Ｆ

④
●

●
（
断

面
計

）
47
,
47
8
 

2
9,
47
8
 

5
8,
1
57
 

4
0
,1
5
7 

⑤
●

断
面

交
通

量
(H

1
7
)

⑥
●

混
雑

度
の

緩
和

状
況

0
.
66

1.
0
6

0.
7
1

1
.0
3

■
 
検

討
結

果
整

備
の

必
要

性
沿

道
状

況
・
市

街
地

整
備

道
路

機
能

交
通

状
況

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

主 要 幹 線 道 路

幹 線 道 路

補 助 幹 線 道 路

歩 行 者 ・ 自 転 車 交 通 処 理 機 能

都 市 外 拠 点 と 市 街 地 連 絡 道 路

都 市 内 拠 点 連 絡 道 路

都 市 軸 形 成 道 路

商 業 ・ 業 務 地 区 の 活 動 中 心 道 路

住 宅 地 区 の 活 動 中 心 道 路

歴 史 ・ 景 観 資 源 の あ る 道 路

緊 急 輸 送 道 路

(
主
)
大
津
守
山

近
江
八

幡
線

(
一
)
大
房
東
横

関
線

(
一
)
近
江
八
幡

停
車
場

線

区
　

分

3
1
,1
3
7 

4
1,
28
2
 

市
街

地
の

骨
格

を
形

成
し

、
混

雑
を

緩
和

す
る

路
線

と
し
て

整
備

が
必

要
で

あ
る

。

区 分
総

合
評

価
見

直
し

方
針

市
街

地
の

骨
格

を
形

成
し

、
混

雑
を

緩
和

す
る

路
線

と
し
て

整
備

が
必

要
で

あ
る

。

現
行

の
都

市
計

画
決

定
を

存
続

し
、

早
期
整

備
を

図
る

。

（
改

良
済
）

基
盤

未
整

備
の

ま
ま

既
成

市
街

地
化

し
、
道

路
整

備
が

必
要

で
あ

る
景

観
地

区
を

通
り

、
住

宅
地

の
活

動
中

心
と

し
て

整
備

す
る

必
要
が

あ
る

。
並

行
路

線
の

混
雑

度
が

1
.
0
を

超
え

て
い

る
。

市
街

化
調

整
区

域
で

あ
る

が
、

集
落

を
分
断

す
る

こ
と

か
ら

、
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ

を
害

す
る

こ
と

が
懸

念
さ

れ
る

。

現
行

の
都

市
計

画
決

定
を

存
続

し
、

早
期
整

備
を

図
る

。

大
半

は
調

整
区

域
で

あ
る

が
、

住
宅

地
開
発

が
進

み
、

道
路

整
備

が
必

要
｡

補
助

幹
線

道
路

に
位

置
づ
け

ら
れ

る
。

並
行

路
線

の
混

雑
度

が
1
.
0
を

超
え

て
い

る
。

市
街

地
の

骨
格

を
形

成
し

、
混

雑
を

緩
和

す
る

路
線

と
し
て

整
備

が
必

要
で

あ
る

。
現

行
の

都
市

計
画

決
定

を
存

続
し

、
早

期
整

備
を

図
る

。

市
街

地
の

外
郭

を
形

成
す

る
路

線
と

し
て

道
路

整
備

が
必

要
で

あ
る

旧
市

街
地

の
住

宅
地

を
通
る

補
助

幹
線

道
路

に
位

置
づ

け
ら

れ
る
。

並
行

路
線

の
混

雑
度

が
1
.
0
を

超
え

て
い

る
。

南
北

方
向

の
混

雑
緩

和
が

期
待

さ
れ

る
こ

と
こ

あ
ら

、
軸
と

し
て

の
整

備
が

必
要

で
あ

る
。

必
要

性
は

高
い

も
の

の
、

計
画

実
現

上
の
課

題
を

有
す

る
こ

と
か

ら
、

全
体

的
な

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

見
直

し
の

中
で

ル
ー

ト
変
更

を
前

提
と

し
た

再
検

討
を

行
う

。
補

助
幹

線
道

路
に

位
置

づ
け

ら
れ

る
。

並
行

路
線

の
混

雑
度

が
1
.
0
を

超
え

て
い

る
。

補
助

幹
線

道
路

に
位

置
づ
け

ら
れ

る
。

並
行

路
線

の
混

雑
度

が
1
.
0
を

超
え

て
い

る
。



2都市計画道路の見直し検討 

 

 

 

98
 

３
．

５
．

１
０

５
西

生
来

長
命

寺
線

■
 
路

線
概

要

路
線
番
号

３
．
５
．

１
０
５

計
画
延

長
1
2
,3
6
0
m

路
線
名
称

西
生
来
長

命
寺
線

標
準
幅

員
1
2
m

改
 
良
 済

6
,
71
0
m

計
画
決

定
滋
賀
県

概
　
　
成

4
,
20
0
m

整
備
率

88
.
3%

最
終

告
示
日

S3
5
. 
9
.2
6

未
 
整
 備

1
,
45
0
m

(
概

成
含

む
)

経
過
年

数
4
7
年

■
 
区

間
区

分

区
分

計
画

延
長

計
画

幅
員

整
備

状
況

現
道

幅
員

備
  

  
考

①
1
,
45
0
m

1
2.
0
m

未
整
備

（
現
道

無
）

②
65
0
m

1
2.
0
m

概
成

1
2
.0

m
国
道

42
1号

③
1
,
50
0
m

1
2.
0
m

概
成

11
.7
5

m
(
主

)
大

津
守

山
近
江

八
幡

線

④
6
,
71
0
m

1
2.
0
m

整
備
済

1
2
.0

m
(
主

)
大

津
守

山
近
江

八
幡

線

⑤
1
,
32
0
m

8.
0
m

概
成

（
現
道

有
）

⑥
73
0
m

8.
0
m

概
成

5.
25

m
(
主
)
彦
根
近
江
八

幡
線

*
斜

体
数

字
は

H
1
7
交

通
セ

ン
サ
ス

の
車

道
部

幅
員

■
 
沿

道
状

況

区
分

沿
道

区
域

沿
　

道
　

概
　

況
主

な
沿

道
立

地
施

設

①
調
整

区
域

（
特

に
な
し
）

②
調
整

区
域

（
特

に
な
し
）

③
調
整

区
域

金
田

小
学
校

④
一
部
Ｄ

Ｉ
Ｄ

八
幡

中
学
校

厚
生

年
金
休
暇

セ
ン
タ
ー

⑤
調
整

区
域

（
特

に
な
し
）

⑥
調
整

区
域

田
園
地
帯

が
広
が
っ

て
い
る
。

国
道
4
21
号
沿

道
に
は
商
業

系
施
設

が
立
地
す

る
。

南
側
沿
道

に
は
水
田

、
北
側
に

は
集
落
が
形

成
さ
れ
て

い
る
。

港
湾

関
連
施
設
及

び
長
命

寺
の

一
連
の
施

設
長
明
寺
港

の
港
町
及

び
長
命
寺

の
門
前
町
が

形
成
さ
れ

て
い
る
。

田
園
地
帯

が
広
が
っ

て
い
る
。

西
側
沿
道

は
市
街
地

が
形
成
さ

れ
て
い
る
が

、
東
側
は

田
園
地
帯

が
広
が
っ
て

い
る
。

彦
根

近
江

八
幡

線

下
豊

浦
鷹

飼
線

金
田

小
学

校

厚
生

年
金

休
暇

セ
ン

タ
ー

大
津

能
登

川
長

浜
線

①
②

③

④

⑥

国
道

８
号

近
江

八
幡

守
山

線
大

房
東

横
関

線

大
津

守
山

近
江

八
幡

線

大
津

守
山

近
江

八
幡

線

26
,5
71
/2
4h

1.
74

43
.0
km

/h

1
5,
6
52
/
24

h
1.

00
28
.
6k
m
/h

1
0,
1
45
/
24

h
0.

95
27
.
0k
m
/h

15
,4
85
/2
4h

1.
12

31
.6
km
/h

18
,8
2
2/

24
h

1.
1
7

2
0.
7
km

/h

15
,7
5
4/
2
4h

1.
3
7

3
0.
9
km
/
h

国
道

4
2
1
号

14
,6

53
/
24
h

1.
42

3
1.

3k
m
/h

4,
27
0/
24
h

0.
68

4
4.
4k
m/
h

1
6,
1
16

/2
4
h

1.
29

52
.
1k

m/
h

八
幡

中
学

校

⑤

Ａ

Ｂ

Ⅰ
Ｃ

Ⅱ

Ｄ

Ｅ

改
良

済

概
　

成

未
整

備
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３
．

５
．

１
０

５
西

生
来

長
命

寺
線

■
 
道

路
機

能
■

 
道

路
交

通
状

況

区 分
交

通
処

理
機

能
か

ら
み

た
機

能
分

類
都

市
構

造
上

の
位

置
づ

け
か

ら
み

た
機

能
分

類
空

間
上

の
機

能
分

類
区 分

路
　

線
　

名
H

17
ｾ

ﾝ
ｻ

ｽ
区

間
番

号
平

日
交

通
量

(台
/日

)
休

日
/平

日
混

雑
度

旅
行

速
度

(k
m

/
h)

Ａ
15
3
2

1
4,
6
53
 

0
.9
1

1
.4
2

3
1
.3

Ｂ
40
6
6

1
5,
6
52
 

0
.9
5

1
.0
0

2
8
.6

Ｃ
63
3
5

1
0,
9
60
 

0
.9
1

1
.3
2

4
3
.7

Ｄ
62
2
1

1
5,
4
85
 

0
.9
7

1
.1
2

3
1
.6

Ｅ
40
3
5

6,
4
28
 

0
.6
7

0
.6
6

3
1
.6

Ｆ ■
 
交

通
容

量

Ⅰ
断

面
Ⅱ

断
面

Ⅲ
断

面

整
備

時
未

整
備

時
整

備
時

未
整

備
時

整
備

時
未

整
備

時

対
象

路
線

16
,
00
0
 

1
0,
31
9
 

1
6,
0
00
 

1
5
,6
5
2 

並
行

路
線

Ａ
（

対
象

路
線

）
（

対
象

路
線

）

Ｂ
（

対
象

路
線
）

（
対

象
路

線
）

Ｃ
8
,
30
3
 

8,
3
03
 

①
●

●
Ｄ

1
3,
8
26
 

1
3
,8
2
6 

②
●

●
●

Ｅ
9
,
73
9
 

9,
7
39
 

③
●

●
●

Ｆ

④
●

●
●

●
●

（
断

面
計

）
34
,
04
2
 

2
8,
36
1
 

2
9,
8
26
 

2
9
,4
7
8 

⑤
●

●
断

面
交

通
量

(H
1
7
)

⑥
●

●
混

雑
度

の
緩

和
状

況
0
.
94

1.
1
3

1.
0
4

1
.0
6

■
 
検

討
結

果
整

備
の

必
要

性
沿

道
状

況
・
市

街
地

整
備

道
路

機
能

交
通

状
況

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

平
行

す
る

県
道

に
都

市
計
画

決
定

を
振

り
替

え
、

県
道

を
都

市
計

画
道

路
と

し
て

、
早

期
整

備
を

図
る

。

現
行

の
都
市

計
画
決

定
を
存

続
し
、
早

期
整

備
を
図

る
。

市
街
化
調

整
区
域

で
あ
り

、
市
街

地
整
備
上

の
必
要

性
は
な

い
。

並
行

す
る

県
道

が
求

め
ら
れ

て
い

る
機

能
を

有
し

て
お

り
、

必
要
性

は
低

い
。

並
行

す
る

県
道

が
求

め
ら

れ
て
い

る
機

能
を

有
し

て
お

り
、

必
要

性
は
低

い
。

当
該

区
間

は
県

道
が

平
行

し
て

整
備

さ
れ

て
お

り
、

機
能
は

当
該

路
線

が
代

替
可

能
で

あ

長
明
寺
港

及
び
長

明
寺
と

一
体
と

な
っ
た
道

路
整
備

が
必
要

で
あ

観
光
・

景
観
に

配
慮
し

た
整
備

が
必
要
で

あ
る
。

休
日
に
交

通
が
集
中

す
る
路

線
で
あ
る

。
観
光
交
通

に
特
化

し
た
整

備
を
進

め
る

必
要
が

あ
る
。

（
改

良
済
）

市
街
化
調

整
区
域

で
あ
り

、
市
街

地
整
備
上

の
必
要

性
は
な

い
。

本
市
の

南
北
幹

線
道
路

と
し
て

整
備
す
る

必
要
が

あ
る
。

並
行
路
線

の
混
雑
度

が
1
.0
を

超
え
て
い

る
。

南
北

方
向

の
幹

線
道

路
で

あ
り

､
混

雑
を

緩
和

す
る

た
め
に

整
備

を
行

う
必

要
が

あ
る

｡

現
行

の
都
市

計
画
決

定
を
存

続
し
、
早

期
整

備
を
図

る
。

調
整
区
域

で
あ
る

が
、
沿

道
施
設

が
立
地
し

て
お
り

、
沿
道

整
備
が

本
市
の

南
北
幹

線
道
路

と
し
て

整
備
す
る

必
要
が

あ
る
。

並
行
路
線

の
混
雑
度

が
1
.0
を

超
え
て
い

る
。

南
北

方
向

の
幹

線
道

路
で

あ
り

､
混

雑
を

緩
和

す
る

た
め
に

整
備

を
行

う
必

要
が

あ
る

｡

全
体

的
な

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

見
直

し
、
隣

接
町

と
の

調
整

の
中

で
再

検
討

す
る

。
市

街
化
調

整
区
域

で
あ
り

、
市
街

地
整
備
上

の
必
要

性
は
な

い
。

国
道
4
2
1号

の
バ
イ

パ
ス
と

し
て
の

機
能
が

期
待
さ

れ
る
。

国
道
８
号

・
4
21
号
の
混

雑
度

は
1.
0
を
超
え
て

い
る
。

整
備
の

必
要
性
は

高
い
が

､隣
接
町
と

の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に

配
慮
す

る
必
要

が
あ

3
2
,0
4
1 

3
1,
13
7
 

区 分
総

合
評

価
見

直
し

方
針

住 宅 地 区 の 活 動 中 心 道 路

歴 史 ・ 景 観 資 源 の あ る 道 路

主 要 幹 線 道 路

幹 線 道 路

補 助 幹 線 道 路

歩 行 者 ・ 自 転 車 交 通 処 理 機 能

都 市 外 拠 点 と 市 街 地 連 絡 道 路

都 市 内 拠 点 連 絡 道 路

都 市 軸 形 成 道 路

商 業 ・ 業 務 地 区 の 活 動 中 心 道 路

緊 急 輸 送 道 路

国
道

42
1号

(
主
)
大
津
守
山

近
江
八

幡
線

(
一
)
綾
戸
東
川

線

(
一
)
大
房
東
横

関
線

(
主
)
近
江
八
幡

竜
王
線

区
　

分
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３
．

５
．

１
０

７
近

江
八

幡
駅

若
宮

線

■
 
路

線
概

要

路
線
番
号

３
．

５
．

１
０

７
計
画
延

長
2
,5
8
0
m

路
線
名
称

近
江
八
幡

駅
若
宮
線

標
準
幅

員
1
2
m

改
 
良
 済

90
0
m

計
画
決

定
近
江
八
幡

市

概
　
　
成

1
,
68
0
m

整
備
率

1
00
.
0%

最
終

告
示
日

S5
3
. 
2
.1
5

未
 
整
 備

0
m

(
概

成
含

む
)

経
過
年

数
2
9
年

■
 
区

間
区

分

区
分

計
画

延
長

計
画

幅
員

整
備

状
況

現
道

幅
員

備
  

  
考

①
90
0
m

1
8.
0
m

未
整
備

1
8
.0

m

②
1
,
68
0
m

1
2.
0
m

概
成

③ ④ ⑤ ⑥

*
斜

体
数

字
は

H
1
7
交

通
セ

ン
サ
ス

の
車

道
部

幅
員

■
 
沿

道
状

況

区
分

沿
道

区
域

沿
　

道
　

概
　

況
主

な
沿

道
立

地
施

設

①
Ｄ
Ｉ
Ｄ

大
規

模
商
業
集
積

市
街
地

②
調
整

区
域

（
特

に
な
し
）

③ ④ ⑤ ⑥

（
現
道

有
）

大
規
模
商

業
施
設
が

集
積
し
つ

つ
あ
る
。

田
園
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が
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宅
地
が
形

成
さ
れ
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る
。
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①

②
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h
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Ⅰ
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ﾝ
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ｽ
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Ｂ
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Ｃ
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整
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整
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①
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Ｆ

④
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面
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1
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⑤
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面
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通
量
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1
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⑥
混

雑
度
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和
状

況
0
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1
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討
結

果
整

備
の

必
要

性
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道
状

況
・
市

街
地

整
備

道
路

機
能

交
通

状
況

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

主 要 幹 線 道 路

幹 線 道 路

補 助 幹 線 道 路

歩 行 者 ・ 自 転 車 交 通 処 理 機 能

都 市 外 拠 点 と 市 街 地 連 絡 道 路

都 市 内 拠 点 連 絡 道 路

都 市 軸 形 成 道 路

商 業 ・ 業 務 地 区 の 活 動 中 心 道 路
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守
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西
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あ
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計
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存

続
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図

る
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Ｄ
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Ｄ
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史
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資
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配
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し
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光
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行
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が
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損
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史
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し
を
行

う
。

（
改

良
済
）

基
盤
未
整

備
で
あ

る
が
、

歴
史
的

資
源
と
調

和
し
た

整
備
が

必
要
｡

既
成
市

街
地
の

区
画
街

路
と
し

て
位
置
づ

け
ら
れ

る
。

歩
行

者
・

自
転

車
を

中
心

と
し

た
交

通
処

理
が

求
め

ら
れ

る
。

歴
史

的
資

源
と

の
共

存
を

図
る

た
め

、
道

路
整

備
の

あ
り

方
を

再
検

討
す

る
必

要
が

あ

区 分
総

合
評

価
見

直
し

方
針

区
　

分

(
主
)
大
津
能
登

川
長
浜

線
住 宅 地 区 の 活 動 中 心 道 路

歴 史 ・ 景 観 資 源 の あ る 道 路

緊 急 輸 送 道 路

都 市 外 拠 点 と 市 街 地 連 絡 道 路

都 市 内 拠 点 連 絡 道 路

都 市 軸 形 成 道 路

商 業 ・ 業 務 地 区 の 活 動 中 心 道 路

主 要 幹 線 道 路

幹 線 道 路

補 助 幹 線 道 路

歩 行 者 ・ 自 転 車 交 通 処 理 機 能
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７
．

６
．

１
０

５
玉

木
幸

円
橋

線

■
 
路

線
概

要

路
線
番
号

７
．

６
．

１
０

５
計
画
延

長
4
5
0
m

路
線
名
称

玉
木
幸
円

橋
線

標
準
幅

員
8
m

改
 
良
 済

8
0
m

計
画
決

定
滋
賀
県

概
　
　
成

0
m

整
備
率

17
.
8%

最
終

告
示
日

S3
3
.1
2
. 
8

未
 
整
 備

37
0
m

(
概

成
含

む
)

経
過
年

数
4
9
年

■
 
区

間
区

分

区
分

計
画

延
長

計
画

幅
員

整
備

状
況

現
道

幅
員

備
  

  
考

①
8
0
m

8.
0
m

改
良
済

8
.0

m

②
37
0
m

8.
0
m

未
整
備 *
斜

体
数

字
は

H
1
7
交

通
セ

ン
サ
ス

の
車

道
部

幅
員

■
 
沿

道
状

況

区
分

沿
道

区
域

沿
　

道
　

概
　

況
主

な
沿

道
立

地
施

設

① ②

伝
統
的

建
造

物
群
保

存
地

区

伝
統
的

建
造

物
群
保

存
地

区

(
現
道

有
)

Ｄ
Ｉ
Ｄ

八
幡
川
に

沿
っ
て
景

観
地
区
の

軸
と
な
る
区

間
。

Ｄ
Ｉ
Ｄ

八
幡
川
に

沿
っ
て
景

観
地
区
の

軸
と
な
る
区

間
。

大
津

能
登

川
長

浜
線

①
②

近
江

八
幡

停
車

場
線

大
津

守
山

近
江

八
幡

線

大
房

東
横

関
線

18
,8
2
2/
2
4h

1.
1
7

2
0.
7
km
/
h

1
5,

65
2
/2
4
h

1
.0
0

28
.6
k
m/
h

15
,4
85
/2
4h

1.
12

31
.6
km

/h

改
良

済

概
　

成

未
整

備
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７
．

６
．

１
０

５
玉

木
幸

円
橋

線

■
 
道

路
機

能
■

 
道

路
交

通
状

況

区 分
交

通
処

理
機

能
か

ら
み

た
機

能
分

類
都

市
構

造
上

の
位

置
づ

け
か

ら
み

た
機

能
分

類
空

間
上

の
機

能
分

類
区 分

路
　

線
　

名
H

17
ｾ

ﾝ
ｻ

ｽ
区

間
番

号
平

日
交

通
量

(台
/日

)
休

日
/平

日
混

雑
度

旅
行

速
度

(k
m

/
h)

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ■
 
交

通
容

量

Ⅰ
断

面
Ⅱ

断
面

Ⅲ
断

面

整
備

時
未

整
備

時
整

備
時

未
整

備
時

整
備

時
未

整
備

時

対
象

路
線

並
行

路
線

Ａ Ｂ Ｃ

①
●

●
●

Ｄ

②
●

●
●

Ｅ

③
Ｆ

④
（
断

面
計

）

⑤
断

面
交

通
量

(H
1
7
)

⑥
混

雑
度

の
緩

和
状

況

■
 
検

討
結

果
整

備
の

必
要

性
沿

道
状

況
・
市

街
地

整
備

道
路

機
能

交
通

状
況

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

（
改

良
済
）

歴
史
的
景

観
資
源

が
あ
り

､景
観
に

配
慮
し
た

整
備
が

必
要
で

あ
る
｡

観
光
客

等
の
歩

行
者
に

配
慮
し

た
整
備
が

必
要
。

歩
行

者
・

自
転

車
を

中
心

と
し

た
交

通
処

理
が

求
め

ら
れ

る
。

当
該

路
線

の
整

備
に

よ
り

、
地

域
資

源
を

損
壊

す
る

恐
れ
が

あ
る

。

中
心

部
に

お
け

る
総

合
的

な
交

通
体

系
の

中
で

廃
止

を
前

提
と

し
た

見
直

し
が

必
要

。

区 分
総

合
評

価
見

直
し

方
針

区
　

分

住 宅 地 区 の 活 動 中 心 道 路

歴 史 ・ 景 観 資 源 の あ る 道 路

緊 急 輸 送 道 路

都 市 外 拠 点 と 市 街 地 連 絡 道 路

都 市 内 拠 点 連 絡 道 路

都 市 軸 形 成 道 路

商 業 ・ 業 務 地 区 の 活 動 中 心 道 路

主 要 幹 線 道 路

幹 線 道 路

補 助 幹 線 道 路

歩 行 者 ・ 自 転 車 交 通 処 理 機 能
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７
．

６
．

１
０

６
小

船
木

市
井

線

■
 
路

線
概

要

路
線
番
号

７
．

６
．

１
０

６
計
画
延

長
1
,6
8
0
m

路
線
名
称

小
船
木
市

井
線

標
準
幅

員
8
m

改
 
良
 済

0
m

計
画
決

定
近
江
八
幡

市

概
　
　
成

0
m

整
備
率

0
.
0%

最
終

告
示
日

S3
5
. 
9
.2
6

未
 
整
 備

1
,
68
0
m

(
概

成
含

む
)

経
過
年

数
4
7
年

■
 
区

間
区

分

区
分

計
画

延
長

計
画

幅
員

整
備

状
況

現
道

幅
員

備
  

  
考

①
38
0
m

8.
0
m

未
整
備

②
70
0

8.
0
m

未
整
備

③
60
0

8.
0
m

未
整
備

④ ⑤ ⑥

*
斜

体
数

字
は

H
1
7
交

通
セ

ン
サ
ス

の
車

道
部

幅
員

■
 
沿

道
状

況

区
分

沿
道

区
域

沿
　

道
　

概
　

況
主

な
沿

道
立

地
施

設

①
Ｄ
Ｉ
Ｄ

②
Ｄ
Ｉ
Ｄ

八
幡

小
学
校

③
Ｄ
Ｉ
Ｄ

八
幡

中
学
校

④ ⑤ ⑥

(
一
部
現

道
有
)

基
盤
未
整

備
の
ま
ま

既
成
市
街

地
化
し
た
住

宅
地
で
あ

り
、
歴
史

的
資
源
も
分

布
し
て
い

る
。(
現
道

有
)

(
一
部
現

道
有
)

基
盤
未
整

備
の
ま
ま

既
成
市
街

地
化
し
た
住

宅
地
で
あ

り
、
歴
史

的
資
源
も
分

布
し
て
い

る
。

基
盤
未
整

備
の
ま
ま

既
成
市
街

地
化
し
た
住

商
混
在
地

で
あ
り
、

歴
史
的
資
源

も
分
布
し

て
い
る
。

八
幡

小
学

校

大
津

能
登

川
長

浜
線 近
江

八
幡

停
車

場
線

大
津

守
山

近
江

八
幡

線

大
房

東
横

関
線

15
,4

85
/2
4h

1.
12

31
.6
km
/h

18
,
82
2
/2

4h
1
.1
7

20
.7
k
m/

h

1
5,

65
2
/2
4
h

1
.0
0

28
.6
k
m/
h

①

②

③

八
幡

中
学

校

Ａ

Ｂ

Ｃ

改
良

済

概
　

成

未
整

備



2都市計画道路の見直し検討 

 

 

 

109
 

７
．

６
．

１
０

６
小

船
木

市
井

線

■
 
道

路
機

能
■

 
道

路
交

通
状

況

区 分
交

通
処

理
機

能
か

ら
み

た
機

能
分

類
都

市
構

造
上

の
位

置
づ

け
か

ら
み

た
機

能
分

類
空

間
上

の
機

能
分

類
区 分

路
　

線
　

名
H

17
ｾ

ﾝ
ｻ

ｽ
区

間
番

号
平

日
交

通
量

(台
/日

)
休

日
/平

日
混

雑
度

旅
行

速
度

(k
m

/
h)

Ａ
40
0
9

1
8,
8
22
 

0
.8
7

1
.1
7

2
0
.7

Ａ
40
6
6

1
5,
6
52
 

0
.9
5

1
.0
0

2
8
.6

Ｃ
62
2
1

1
5,
4
85
 

0
.9
7

1
.1
2

3
1
.6

Ｄ Ｅ Ｆ ■
 
交

通
容

量

Ⅰ
断

面
Ⅱ

断
面

Ⅲ
断

面

整
備

時
未

整
備

時
整

備
時

未
整

備
時

整
備

時
未

整
備

時

対
象

路
線

並
行

路
線

Ａ Ｂ Ｃ

①
●

●
Ｄ

②
●

●
●

●
Ｅ

③
●

●
Ｆ

④
（
断

面
計

）

⑤
断

面
交

通
量

(H
1
7
)

⑥
混

雑
度

の
緩

和
状

況

■
 
検

討
結

果
整

備
の

必
要

性
沿

道
状

況
・
市

街
地

整
備

道
路

機
能

交
通

状
況

① ② ③ ④ ⑤ ⑥区 分
総

合
評

価
見

直
し

方
針

中
心

部
に
お

け
る
総

合
的
な

交
通
体
系

の
中

で
見
直

し
を
行

う
。

基
盤
未
整

備
で
あ

る
が
、

歴
史
的

資
源
が
分

布
し
て

お
り
、

こ
れ
ら

と
調
和
し

た
道
路

整
備
が

必
要
で

あ
る
｡

既
成
市

街
地
の

生
活
道

路
と
し

て
位
置
づ

け
ら
れ

る
。

区
画
街
路

と
し
て
、

歩
行

者
・
自
転

車
を
中
心

と
し
、

通
過
交
通

を
排
除
す

る
道
路

体
系
と
す

る
た
め
、

交
通
処

理
は
求
め

ら
れ
て
い

な
い
。

南
北
方
向

の
路
線

に
比
べ

て
東
西

方
向

の
路
線

は
軸
と
し

て
の
性

格
が
薄

く
、

計
画
幅
員

も
区
画

街
路
レ

ベ
ル
で

あ
る

こ
と
を

踏
ま
え
る

と
、
公

共
交
通

・
歩

行
者
等

に
重
点
を

お
い
た

整
備
を

検
討

す
る
必

要
が
あ
る

。

区
　

分

(
主
)
大
津
能
登

川
長
浜

線

(
主
)
大
津
守
山

近
江
八

幡
線

(
一
)
大
房
東
横

関
線

住 宅 地 区 の 活 動 中 心 道 路

歴 史 ・ 景 観 資 源 の あ る 道 路

緊 急 輸 送 道 路

都 市 外 拠 点 と 市 街 地 連 絡 道 路

都 市 内 拠 点 連 絡 道 路

都 市 軸 形 成 道 路

商 業 ・ 業 務 地 区 の 活 動 中 心 道 路

主 要 幹 線 道 路

幹 線 道 路

補 助 幹 線 道 路

歩 行 者 ・ 自 転 車 交 通 処 理 機 能
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７
．

６
．

１
０

７
加

茂
音

羽
線

■
 
路

線
概

要

路
線
番
号

７
．

６
．

１
０

７
計
画

延
長

3
,
79
0
m

路
線
名
称

加
茂
音
羽
線

標
準

幅
員

1
1
m

改
 良

 済
1
,1
1
0
m

計
画

決
定

滋
賀

県

概
　
　
成

2
,6
8
0
m

整
備
率

10
0.
0
%

最
終
告
示
日

S
26
.
 6
. 
7

未
 整

 備
0
m

(
概

成
含

む
)

経
過

年
数

5
6
年

■
 
区

間
区

分

区
分

計
画

延
長

計
画

幅
員

整
備

状
況

現
道

幅
員

備
  
  

考

①
6
0
0
m

11
.
0
m

概
成

②
1
,1
1
0
m

11
.
0
m

改
良
済

13
.5

m
(
主
)
大
津
能
登

川
長
浜
線

③
2
,0
8
0
m

11
.
0
m

概
成

13
.5

m
(
主
)
大
津
能
登

川
長
浜
線

*
斜

体
数

字
は

H
17
交

通
セ

ン
サ

ス
の
車

道
部

幅
員

■
 
沿

道
状

況

区
分

沿
道

区
域

沿
　

道
　

概
　

況
主

な
沿

道
立

地
施

設

①
（

特
に
な
し

）

②
近

江
八
幡
地
方

卸
売
市
場

③
（

特
に
な
し

）
Ｄ
Ｉ
Ｄ

市
街
地
中
心
部

を
通
過
す

る
区
間

で
あ
り
、
商
業

系
施
設
が

多
く
立

地
す
る
。

農
村
集
落
を
通

過
す
る
区

間
で
あ

る
。

調
整
区

域
田

園
地
帯
が
広

が
る
。

(
現
道
有
)

調
整
区

域

Ⅰ

近
江

八
幡

守
山

線

①
②

③

大
津

能
登

川
長

浜
線 近
江

八
幡

停
車

場
線

大
津

守
山

近
江

八
幡

線

大
房

東
横

関
線

15
,4
85
/2
4h

1.
12

31
.6
km
/h

1
8,
8
22
/
24
h

1.
17

20
.
7k
m
/h

15
,6
5
2/

24
h

1.
0
0

2
8.
6
km

/h

10
,1
4
5/
2
4h

0.
9
5

2
7.
0
km
/
h

近 江 八 幡

地 方 卸 売 市 場
Ａ

Ｂ

Ｃ

改
良

済

概
　

成

未
整

備
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７
．

６
．

１
０

７
加

茂
音

羽
線

■
 
道

路
機

能
■

 
道

路
交

通
状

況

区 分
交

通
処

理
機

能
か

ら
み

た
機

能
分

類
都

市
構

造
上

の
位

置
づ

け
か

ら
み

た
機

能
分

類
空

間
上

の
機

能
分

類
区 分

路
　

線
　

名
H

1
7ｾ

ﾝ
ｻ

ｽ
区

間
番

号
平

日
交

通
量

(台
/
日

)
休

日
/
平

日
混

雑
度

旅
行

速
度

(k
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥

現
行
の
都

市
計
画
決

定
を
存

続
し
、

早
期

整
備
を

図
る
。

市
街

地
中

心
部

を
通

過
す

る
区

間
で

あ
り

、
街

路
景

観
形

成
が

期
待

さ
れ

る
。

市
街
地
中

心
部
の

東
西
補

助
幹
線

道
路
と

し
て
位
置

づ
け
ら

れ
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。
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こ
と

か
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廃
止
が
妥

当
と
判

断
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、
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低
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な
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。
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(
主
)
大
津

能
登
川

長
浜
線

(
主
)
近
江

八
幡
守

山
線

(
一
)
近
江

八
幡
停

車
場
線

住 宅 地 区 の 活 動 中 心 道 路

歴 史 ・ 景 観 資 源 の あ る 道 路

緊 急 輸 送 道 路

都 市 外 拠 点 と 市 街 地 連 絡 道 路

都 市 内 拠 点 連 絡 道 路

都 市 軸 形 成 道 路

商 業 ・ 業 務 地 区 の 活 動 中 心 道 路

主 要 幹 線 道 路

幹 線 道 路

補 助 幹 線 道 路

歩 行 者 ・ 自 転 車 交 通 処 理 機 能


